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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は介護サービスにおけるアウトカム評価なかでもサービスの利用者評価と他の評価指
標の関係性を実証的検証することを目指し、そのための基礎的な知見の確立を試みた。先行す
る諸外国における知見を踏まえ、適合的な介護サービス評価の枠組みを見出すため、既存デー
タの解析を行い、先行する研究において提示されてきた評価項目の検証を行った。最終的に評
価項目に関してコンテクストを加味して、再検討を行う必要があるとの結論に達し、それらを
行った。本研究における重要な知見の一つは、これまで想定されてきた介護サービスの利用者
像が、実際の当該サービス利用者とズレを生じさせていることがあげられる。 
 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study was to establish the scheme for evaluating aged care services on 

Japanese cultural and institutional settings. This study has been developed and based on 

previous studies. Main components of evaluation schemes have been checked and some 

data sets have been verified. Finally, the outcome that this study had was to show that we 

should make focus not only services but also users who would evaluate services. 
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１．研究開始当初の背景 
 わが国においては、介護保険制度の施行に

伴い介護サービスの量的な観点に基づく一
定の整備がなされてきた一方で、利用者本位
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のサービス提供といった点に関しては未だ
十分ではないという指摘がなされてきた。 

この背景には、介護サービス提供を取り巻
く制度的状況がその量的確保という点を優
先的に進めてきたというマクロ的な制度・政
策的要因と、こうしたなかで施設レベルにお
いて利用者の声をそのサービス提供に反映
させるための仕組みの構築が十分になされ
てこなかったというミクロレベルの要因が
考えられる。 

こうした状況は、結果として、個別提供事
業者のコンプライアンス違反が介護保険制
度全体への不信・不満を生じさせてしまって
いる要因ともなっている。 

平成 18 年度より「介護サービス情報の公
表」制度が導入され、利用者らにより積極的
なサービス事業者らの選択を促す仕組みが
作られつつあるが、これら情報がどの程度、
利用者本位のサービス提供に関連している
か、つまり利用者が公開された情報を用いて
選択したサービスとそのアウトカムとの関
連に関しては、いまだ包括的な検証がなされ
ていないばかりか、その具体的な実態さえも
あきらかにされていないと言える。 
 一方で、国外においては、こうした利用者
本位のサービス提供について理念的、観念的
な様相にとどまらず、その具体的な基盤や方
策についての検討が展開されている。すなわ
ち、単なるサービスの情報開示にとどまらず、
高齢者ケアにおけるエンドポイントである
利用者に対して具体的な形として、サービス
に関するフィードバックがなされる仕組み
づくりが構築されている。たとえば米国では、
利用者が提供された高齢者ケア・サービスの
評価を客観的な基準によって行い、それらの
集約された情報は他のサービス利用者がサ
ービスの選択時に、施設構造、サービス、さ
らにその成果が連結した形で情報を入手す
ることが可能となる環境整備が既になされ
ている。また英国などにおいても、全国的な
規模で、統一化された評価指標を用いて利用
者によるサービス評価が行われてきており、
さらにこうした結果を一般にアクセスでき
る形で広く公表を促す制度構築がなされつ
つある。 
 したがって利用者が単に介護サービスを
利用できるという状況を超えて、そのサービ
スの安全と安心に関しても利用者が十分な
関与を行いうるためには、サービスそのもの
に対する利用者による評価とそのフィード
バックが必要であり、こうした評価をさらに
比較可能な形で再構成することが可能とな
る仕組みが必要であるが、一方でこうした仕
組みを検討する場合には、利用者評価に関す
る情報のみならず、その他のサービス提供体
制にかかわる様々な情報の検討が必要とな
る。 

しかしながら、わが国においてはこうした
利用者評価をはじめとする複合的な情報を
用いて、サービスを評価し、さらに利用者本
位のサービスに必要なミクロレベルの要因
を実証的に検討する試みは、体系的に行われ
ておらず、これらの議論に適合する調査方法
やデータとは何かという議論、さらには現在、
一般に公開されている「介護サービス情報」
とのリンケージが可能となる利用者情報と
その評価に関するミクロデータが存在して
いない点を指摘できる。とくにサービスの利
用者評価に関しては、介護サービスにおける
その利用者評価が、単なるサービスに対する
満足度を超えて、介護サービスの内容に関す
る評価をも可能にするものであるかに関し
ては、わが国のみならず、国外においても検
討の試みが着手されたばかりであるといえ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究は、諸外国での利用者評価に関する

調査手法の適応に関して、わが国における適
合性を加味した形で検討し実施する点に特
色があるいえ、さらにこの点を検討すること
により、わが国の介護サービスの国際比較が
可能となり、現在議論されている、介護サー
ビスにかかわる労働環境の問題に関しても
新たな視座をもたらしうると考えられる。 
またアウトカム評価としてのサービスの

利用者評価に関しては、単なる満足度などと
比べて、その比較可能性といった観点から、
その重要性への認識が近年、著しく高まって
いることは間違いない。だがその一方で他の
アウトカム指標、たとえば高齢者ケアの技術
的なアウトカムとの関連性に関しては、必ず
しも統一的な見解が示されているとはいえ
ない状況にある。 
そこで本研究において、国際比較も加味し

た利用者評価に関するマイクロデータの構
築がなされることにより、アウトカム指標と
しての利用者評価の有効性を国際的にも提
示できるという意義があると考えられる。 
学術的、独創的な特徴としては、本研究に

ついて、より広義な結果としては、現行の介
護保険制度において義務付けられている上
述の情報公開制度に関して、利用者のミクロ
データとのリンケージを行うことで、各サー
ビス提供者に対してそのインセンティブを
具体的に示すことが可能になるという点に
おいて、一連の情報の精査と情報公開のより
一層の促進が図られるものと考えられる。 
こうした点を踏まえ本研究は利用者本位

の介護サービス提供体制におけるシステム
の安定性を確保するための実証的データの
精査に関する方策を見出すことを最終的な
到達点とするなかで、本研究においては、介
護サービスにおけるアウトカム評価のなか



 

 

でもサービスの利用者評価と他の評価指標
の関係性の実証的検証を可能とする基盤構
築を行うことを具体的な目的とする。 
 
３．研究の方法 

本研究は、4 年間を通して、公開されてい
る介護サービス情報の収集と分析・利用者評
価の調査プロトコルの検討、利用者評価の調
査プロトコルおよび調査項目の検証、データ
構築の方法論の検討とその試行を実施した。 
 公開されている介護サービス情報の収集
と分析・利用者評価の調査プロトコルの検討
に関しては、「介護サービス情報の公開」制
度に基づき公開されている情報を網羅的に
収集し、かつそれらの情報を構造、プロセス
に類型化を行った。さらにはそれらの情報に
ついて量と質の観点から施設ごとの情報公
開状況の検討を行った。 

利用者評価の調査プロトコルおよび調査
項目の検証に関しては、利用者による介護サ
ービスの評価手法に関して検討を行った。具
体的には米国などにおいて同様の研究を行
っている研究者との共同により、調査デザイ
ン、および調査項目の検討を行った。また本
研究において先行する形で実施されてきた
同種の研究における実証データの検証を行
い、当該課題に対する指標に関する検討を御
合わせて実施した。加えて、介護サービス評
価におけるわが国独自の社会的、文化的、制
度的なコンテクストをより明確化するため
の実証的な検証を合わせて実施した。 
 データ構築の方法論の検討とその試行に
関しては、方法論の再検討のなかで適切な方
法論を見出すために、複数の方法論が検証さ
れ、それに基づくデータ構築の試行がなされ
た。 
 
４．研究成果 

最終的に本研究において得られた重要な
知見として、当初、想定していた介護サービ
スの利用者像が、わが国における実際の当該
サービス利用者とはズレが生じていること
が明らかとなった点を挙げることができる。 

たとえばこれまで高齢者とは一般的かつ
制度的な観点から、65歳以上の者を高齢者と
して同定することが一般的であったといえ
るが、本研究における実証的な検証から、高
齢者カテゴリーに対する主観的に認知は、必
ずしもそうしたものと一致しておらず、むし
ろそのズレがかなり大きなものであること
が明らかとなった。 

こうした高齢者をめぐる、社会的な規定と
主観的な認知の齟齬の背景には、時代の変化
とともに、わが国における高齢者の精神的、
物理的、社会的な健康度との関係がその背後
にあると考えられる。 

したがって、こうした点を加味することな

しに、高齢者サービスの評価を行うことは基
本的な点において課題を持つものであると
考えら、そうした点から、サービス評価の基
準はもとよりも、そもそも介護サービスを利
用するとされる高齢者像そのものの再検討
が求められるとい結論に達した。 
 最終的に、介護サービスの評価とは、介護
保険制度を基軸として提供される当該サー
ビス全体のあり方を再考することにつなが
ると考えられるが、今後ますます高齢化する
わが国においては、サービスを受け暮らす場
というものの検討を避けて通ることはでき
ないと考えられる。それは、具体的には、地
域の実情に合わせた形での在宅ケアを含む、
当該地域におけるサービスの再構築とその
充実が重要であるといえるのであるが、介護
サービスの評価においては、ある種普遍的に
居住環境、居住空間は、中心的な項目である
とされるのであるが、一般に老人は環境の変
化には過敏であり、新しい環境への適応が遅
く、あるいは適応できないことも尐なくない
点を考慮すべきであるといえる。ことに認知
症老人では急激な環境の変化により不適応
反応を起こし、認知症が進行することが指摘
されており、認知症のケアなどにおいては、
とくに居住空間までも視座にいれてそのサ
ービスを検討することなしに、評価は難しい
と考えられる。 
こうした介護サービスにおける居住空間

の重要性は、現実的な観点から見ると、いわ
ゆる高齢者向公的賃貸住宅などの高齢者の
新たな居住環境、居住空間の出現という観点
からの検討を促すことになると考えられる。
こうした新たな居住空間は、いわゆるこれま
で介護サービスが提供されてきた施設や在
宅とは異なる空間や環境である可能性が想
定されるのである。 
既存のものとは異なるサービス評価の枠

組みが求められる可能性がある、こうした新
たな居住空間への関心の高まりの背景には、
全国的に 70 歳代の単身世帯が増加している
ことが指摘されているとおりであり、いわゆ
るこうした居住環境に関わる課題として、事
業者らにおいて、当該施設の管理開始から営
業が軌道に乗るまでの時間がかかること、ま
た当該施設への入居者をどのようにまたど
のような基準で募集し、入居を促すかという
点などが指摘されているが、それだけに留ま
らず、実際の利用者らがどのようにこうした
新たな居住空間におけるサービスを評価す
るかという点を踏まえた、サービス全体の再
構築が必要であると考えられる。 
また在宅ケアに関しても、現在あるメニュ

ーをそろえて、その数を増やし、それぞれの
サービスをうまく組み合わせていくことが
求められるのは当然であるが、こうした組み
合わせの最適化をたんに提供側のロジステ



 

 

ィックスの面からのみ行うのではなくて、サ
ービスを利用する者の観点から当該サービ
スの評価を行うことが、在宅サービスをより
統合されたものへと発展させるためには必
須であると考えられる。 

つまり在宅サービスの場合、地域に点在す
る個人の居宅を介護現場とするものであり、
そうした意味で、単一施設におけるサービス
の提供とは異なる特性があるのであるが、そ
れゆえ当該サービスをサービスの受け手で
ある利用者の視点から統合的に構築されて
いるものでなければ、当該サービスの質は向
上することはありえないと考えられ、さらに
移動のためのエネルギーロスも多く、環境問
題の面からも課題が多いものとなってしま
うといえる。 
 こうした点に関しては、特定の地域内にお
ける当該関連施設をコア（中心核）として、
その周辺に高齢者用居宅住宅を配置し、高齢
者のすみかとして持ち家から移住するなど
の構想が示されているが、そのためには移り
住むだけのメリットのある介護に適した住
宅を創出しなければならず、そのためには、
いわゆる高齢者がその状態、状況に合わせて
移り住むことが可能であるものでなければ
ならない。そして当然のこととして高齢者自
らが、それらに納得する形で移り住むことを
可能とする環境が必要であるが、それぞれの
状況において、たんに高齢者らのサービスに
対するニーズを捉えるだけではなく、提供さ
れるサービスの状況に応じた評価が欠かせ
ないと考えられる。 
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